
別紙３

お 知 ら せ

地方税法改正案など、道路特定財源関連法案が現在、国会で審議中

です。

この法案が３月３１日までに成立しない場合は、４月１日から次の

ような取扱いになることも 。

自動車取得税について●

１ 免税点の引き下げ

５０万円以下 １５万円以下

※

。２ 低燃費車に係る特例措置がなくなります

価格から３０万円控除

価格から１５万円控除

。３ 次の特例措置がなくなります

①政府の補助を受け取得した一般乗合用バスに係る非課税措置

②環境性能に優れた大型ディーゼル車に係る軽減税率の適用

４ 自家用自動車（軽自動車を除く）の税率

５％ ３％

※ 営業用自動車及び軽自動車の税率は３％で変わりません。

和歌山県税務課



自動車取得税●

１ 免税点の引き下げ

５０万円以下 １５万円以下

具体的な例で説明してください。Q

中古車の新車登録時の課税標準額が、２００万円の自家用乗用車の場合、約３年A
半以上経過していれば課税されませんでしたが、約６年半経過するまで課税対象と

なります。

新車登録したときの課税標準額により 次のとおりになります。おおむね

自家用乗用車（軽自動車は除く）新車登録時の

（耐用年数 ６年）課税標準額

１００万円 約１．５年経過 → 約４．５年経過するまで課税

２００万円 約３．５年経過 → 約６．５年経過するまで課税

３００万円 約４．５年経過 → 約７．５年経過するまで課税

４００万円 約５年経過 → 約８．５年経過するまで課税

５００万円 約５．５年経過 → 約９年経過するまで課税

６００万円 約６年経過 → 約９．５年経過するまで課税

７００万円 約６．５年経過 → 約９．５年経過するまで課税

８００万円 約７年経過 → 約１０年経過するまで課税

９００万円 約７．５年経過 → 約１０．５年経過するまで課税

１０００万円 約７．５年経過 → 約１０．５年経過するまで課税

自家用の軽自動車新車登録した時の

（耐用年数 ４年）課税標準額

８０万円 約１年経過 → 約２．５年経過するまで課税

９０～１１０万円 約１年経過 → 約３年経過するまで課税

１２０～１５０万円 約１．５年経過 → 約３．５年経過するまで課税

１６０万円 約１．５年経過 → 約４年経過するまで課税

★ 平成２０年３月３１日まで自動車取得税が課税されなかった自動車であっても、

４月１日以降の取得の場合、課税されることがありますので、自動車の移転登録など

の前に自動車取得税が課税されるかどうかのお問い合わせをお願いします。

電話 （軽自動車以外）０７３－４２２－２１５０

（軽自動車） ０７３－４３１－５４８７

を確認の上、お問い合わせください。初度登録年、型式、類別区分番号


